







































































    さらに進んだ研究を行えるような環境を整えていく。 
先行研究の検討と独自性・新規性
の主張の例 





 … に対する研究として… 浦野(2001)の研究がある(4)。浦野は… 実証的に検




 このように先行研究からは… が重要であることが示唆されている。 
 しかし、浦野の事例は… ではない。坪田の事例も… 学級担任交代後の取り
組みである。担任してから学級集団が機能しづらくなった学級では、教師はど
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 371 教育学. 教育思想 
 372 教育史・事情 
 373 教育政策. 教育制度. 教育行財政 
 374 学級経営・管理. 学校保健 
 375 教育課程. 学習指導. 教科別教育 
   375.1 学習指導. 学習指導要領 
   375.2 生活指導. 生徒指導 
   375.3 社会科教育 
       375.4 科学教育 
         375.41 数学. 算数. 数学教育 
         375.42 理科教育 














 CiNii Books (http://ci.nii.ac.jp/books/) 
   全国の大学図書館等が所蔵する図書・雑誌の横断検索 
 
 NDL-OPAC (https://ndlopac.ndl.go.jp/) 
 国立国会図書館の所蔵資料の検索 
 
  ⇒ これらについては、資料の調達が別途必要。図書館にご相談ください。 
 
 


































⇒ ただし、現場の教員が執筆した教育実践研究  



































• ERIC / EBSCOhost 
 教育学文献データベース。論文、報告書、会議資料、
行政文書などをカバー 
• Teacher Reference Center / EBSCOhost 
 米国の学校教員向けに作成された教育関連雑誌等
の記事データベース 
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● 指導教員に聞く！   
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